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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・部署懇談会について
5/7（月）出席者：慶長、柴葉、戸賀沢、鳥谷部、三國、佐々木　　場所：古民家

⇒出席者は2015円を当日集金するので、持参すること。部署懇談会での自己ＰＲの順番を確認しておくこと。

5/9（水）出席者：藤田、馬場、工藤　　場所：古民家

・勤務変更

　5/8・10・11　鳥谷部：デイケア→訪問看護　　戸賀沢：ナイトケア→デイケア

　　　　　　　 慶長：デイケア→ナイトケア

・職員旅行（1泊旅行）について
　日程：1班･･･6/6（水）～6/7（木）、2班～6/21（木）～6/22（金）、

　　　　3班･･･7/5（木）～7/6（金）

不参加者は不参加届を5/16（水）～5/23（水）17：00までに提出すること。期限厳守。
　所属部署のSGM、AOMより捺印された不参加届を法人行事委員担当者へ提出すること。

青南病院・事務⇒大谷地さん、庄司さんまで提出

　南山苑・南寿の里・三沢、訪問介護⇒林さん、田中さん

 [研修案内]

・臨床精神医学研究会　7/1（日）9：30～16：00　会場：コラッセふくしま（福島市）　

テーマ：認知リハビリテーションの理論と実践　　　　定員：40名（先着順）

参加費：3500円　申込締切：6/24（木）必着　希望者は慶長JGMへ

・子ども発達支援センター・子ども学習トレーニングセンター開設記念講演会

「なるほど！子育て論」　6/3（日）13：00～15：00　会場：ビッグパレットふくしま

定員：先着80名（事前申し込み不要）　　入場料：無料

・第9回東北精神保健福祉学会山形大会　9/30（日）9：20～16：30　会場：山形テルサ

「気づき、そして、つなぐ～多様化する医療・保健・福祉～」

［提出物］

・6月プログラムテキスト：5/10（木）中に提出すること。
＜青明舎利用者様情報＞

・田中　一　　様～5/1（火）来所。体調がすっきりしない、一昨日不眠で、昨日は寝過ぎたとのこと。本日、デイナイトケアを休んで北村皮膚科を受診したと話している。

⇒4/30（月）来所すると、昨日眠れなかったと話しており、静養室で休んでいる。睡眠状況について尋ねると「布団に入ってたけど一睡も出来なかったんだよ。静養室でも寝れなかった」と話している。帰宅時まで眠気の訴えは聞かれず、作業室にて自主学習をして過ごしている。睡眠時間を確認すると、日によってバラバラで、安定していない様子が窺える。

・鈴木　知子　様～5/1（火）～5/3（木）に青明舎での入浴について昼夜関係なく何度も電話がある。5/4（金）には入浴しているが、髪を乾かさずに帰っている。精神保健福祉手帳の更新について有効期限内に出来るか尋ねてくるため、青南病院で聞いてみるよう伝えている。本日午前中に来所し入浴している。これからは月・水・金の週3回入浴すると話している。

　　　　　　　　　⇒本日入浴後に自宅へ戻るところを目撃するが、歩道橋を利用せず、道路を横断している。安全確保のためにも歩道橋を利用するよう促していく。

・高柳　和子　様～5/2（水）定期訪問実施。腹痛があるとのことで、痛むと筋ジストロフィーのように手足が引っ張られると話している。青南病院の外来で主治医に話したところ様子を見るようにいわれたとのこと。鹿内内科を受診し、胃薬が処方されている。果物、コーンスープ、アイスコーヒーは夜中でもいつでも食べたくなると話しており、冷たいものより温かいものを食べるように助言している。4/30（月）におばが来所したが、太ったんじゃないか、腹痛は食べ過ぎのせいではないかといわれたと話している。

・藤村　翔　　様～5/4（金）来所し、小遣帳チェックしているが、珍しく記入ミスがある。4/27（木）に母様より小遣いをもらっているが、金額がわからないと話し、残金が合わせられずにいるため、助言している。6月からの食事が三八五に変わることが心配だと話している。本日は、訪問看護終了後、学生時代の友人と食事に行くことになったと楽しみにしている様子が見られている。

・中居　美津子様～5/6（火）定期訪問実施。明日からデイナイトケアを利用すると話している。月曜日～金曜日利用で、火曜日は買い物のため16時に帰ることになっているとのこと。入浴は青陽館を利用することになるが、青山荘も今まで通り利用したいと話している。経済面を心配しており、家賃は毎月26000円に滞納している1ヶ月分と毎月1000円を8ヶ月、青南病院には滞納分が1万円、サプリメントの支払いはクレジット払いらしいがクレジットカードかは不明だが、支払いが2万円だったのが3万円になるとのこと。貯金は10万円あるが、弟や姉からはお金を貸さないと言われたので、カードで払うと言ったと話している。本人は金銭面に対する危機感をあまり感じていないような様子。食費が今までは16000～17000円だったが、デイナイト利用になると2万円になると話している。借金や無駄な支出を控えるよう助言している。

　　　　　　　　　⇒本日よりデイナイトケア利用開始となっており、利用時の様子は、違和感なく集団に馴染んでおり、他利用者と交流している。仕事について尋ねると、三春屋のエレベーターガールをすると話しているが、現在はそういう仕事はないとうみねこ幸房で説明されており、体力的にも難しいのではないかと思われる。お金のやりくりについては下妻様への物品の授受、以前病院の喫茶コーナーに居た時に小銭を作るためにジュースを買ったりしていたが、今は必要なくなっている。

・前野　義勝　様～デイケアより情報提供。本日よりデイケア利用開始となっている。昼食後に仙骨部から臀部がしびれて整形外科から処方されている痛み止めが今日の昼でなくなるため、昼食後早退して受診し薬をもらって来たいと話している。デイケア終了後でも十分間に合うことを伝えると、デイケア終了後に受診するとのこと。時間枠を守ってもらうようにし、それでも駄目な場合には欠席にすると伝える。デイケアを予定通り利用することが仕事に行くための条件となっており、本人も承知している。

＜グループホーム利用者様情報＞

・淡路　智恵子様～毎月1回、世話人と一緒に部屋の片付けをしており、今月は5/25（金）に服の整理をする予定となっている。

・古館　ヨリ　様～警察への通報から不安感が継続しており、グループホームの共同物品管理をするのがこわいと話すことがある。また、部屋の鍵を閉めたか確認するために何度も戻っていることがあると他入居者が話している。不審車輌の特定が出来ており、紺のミニカとタクシーが止まっており、今日、明日にでも警察に通報する予定。

・豊川　明男　様～体重が増えたと話しており、次回の診察日に採血予定となっており、不安だと話している。

　　　　　　　　　⇒本日よりデイケア利用開始となっている。特に問題なく、利用者と交流して過ごしている。

・下妻　康貴　様～本日の午前中にグループホームへ帰って来ている。5/8（火）は外来受診、5/9（水）よりナイトケアを再開、5/21（月）より仕事をすると話している。

・番沢　政勝　様～朝の訪問時眠そうにしているため尋ねると、睡眠時間がバラバラになっていると話している。

・若松　邦生　様～連休中は仕事休みで、デイケアを利用している。土・日はデイケアが休みで体調を崩したが元気になったと話している。

・村上　元道　様～主治医を窪田Dr．から田名部Dr．に変更している。変更した理由として、診察の際に話していた処方変更ができていなかったりした事があったためと話している。次回は5/12（土）になるとのこと。土曜日の受診なので仕事を休まなくて良いと話しており、ややテンションが高めとなっている。

・藤村　翔　　様～5/4（金）に友人と外出しており、前日からテンションが高くなり、世話人に対して高圧的な態度をとることがあったが、5/4の外出が終わると落ち着いている。

・田名部　浩平様～5/1（火）に特定相談員の平館氏がモニタリングを行っている。本人としては3ヶ月デイケアを利用し、その後次の仕事を探して生きたいと話している。仕事の内容としては、農作業や木工をしたいとの希望があり、週5日（月曜日～金曜日）仕事をしたいとのこと。

・中村　与一郎様～本日よりデイケア利用開始となっている。昼食後薬の空砲確認について今までは世話人が行っていたが、本人よりデイケア利用時はどうすればよいかとの問い合わせがあり、本人に任せることにし、デイケア利用時はデイケアで確認することとなる。特にノートにサインするなどはしていない。

　　　　　　　　　⇒デイケア利用時、昼食後薬の確認について申し出があり、世話人さんと相談するよう伝えると、すぐに連絡し、本人の希望でデイケア利用時はデイケアで確認することとなる。他利用者を見下すような言動があり、早めに仕事に行くように促していく。デイケア利用中の田名部一樹様が中村与一郎様が利用開始することについて気にする発言をしているため、以前もトラブルがあった二人なので、田名部一樹様の利用日（4週間に1回）にトラブルにならないように注意していく。

※グループホームあおぞら（女性）内の物のやり取りについて、世話人より気になっているとの話がある。デイケアを利用していない入居者が夕食後に皆にお菓子を配っていたり、繁名様が飴をあげていたり、ナポリタンをみんな分作ってふるまっていたり、ということがあり、古舘ヨリ様の血糖値が高くなっている。ナポリタンを作るように話したのは富田様ではないかと思われるが、確証はつかめていない。入居者間の物のやり取りについては訪問時に話をしてやめていただく様にしていく予定。

　⇒デイケアではスタッフがあおぞらの入居者間のやり取りなどを確認することはない。富田様も来所持は他入居者への高圧的な言動は見られていない。

＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～表情良く通所している。薬の空包確認では、5/6朝～5/7朝までの分のみ持参している。5/4夕～5/5就床前薬は「忘れてきた。」との事で明日持参して頂く事とした。酒臭なく、顔面紅潮もないが、焦っている様子で自宅の鍵が壊れたと話している。確認すると完全に折れている状態であり、「修理の為休みます。」と話し、早退している。

・鹿原　博夫　様～本日より利用再開となる。表情良くスタッフへ話し掛けたり、他利用者と交流を持っている。時折、表情硬くし「調子が悪い。帰りたい。」と話したり、特定スタッフの名前を挙げ「怖い。」という事がある。話を傾聴し環境が変わったばかりであり、無理せずに自身のペースで過ごすよう伝えている。特定の利用者が通所すると交流して過ごし、訴えは聞かれない。プログラムも最後まで取り組むことが出来ている。精神症状の変化に注意しながら、参加状況を観察していく。

・豊川　明男　様～本日よりデイケア利用再開している。自分から発言することは少なく、スタッフから利用開始に伴って気になることは無いか質問するが、「特に無いです」と話している。プログラムには自分から参加しており、初めてのものでも他利用者の動きを見ながら問題なく取り組んでいる。デイケアで日中活動を確保しつつ、今後の目標について検討していくこととしている。

・前野　義勝　様～本日よりデイケア利用開始している。自分から活動しようとすることは少なく、各種運動プログラムを見学しながら過ごしている。デイケア利用開始に伴う不安や問題は無いとのことだが「腰痛が治らないから気になる」と話している。今後就労を目指す為にデイケアを継続することを確認し、腰痛の対処をしながらデイケアに来所するよう促すと「わかりました」と話している。

・中村　与一郎様～本日よりデイケア利用再開している。仲の良い利用者やスタッフと交流しながら過ごしており、利用開始に伴う不安や問題は「前使ってたので大丈夫です」とのことで、特に無いと話している。プログラムには自分から積極的に参加しており、問題なく取り組んでいる。デイケアで日中活動を確保しつつ、今後の就労に向けて目標を検討していくこととしている。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～本日は、プログラムの途中退席はなく参加、午前中は閉眼していることが多いが、昼食後からは笑顔見られ、不調の訴えは聞かれていない。引き続き精神症状を観察し、所在確認を徹底していく。
・吉田　キクエ様～青風荘より情報提供があり、5/2（水）の朝より血圧が高値となるが、不調を訴えることはない。5/5（土）朝の血圧192/115㎜Hg、再検196/113㎜Hgと高値であったが、以後は数値が下がっている。5/6（日）食事中むせ込んでおり、義歯を着けずに摂取しているこや痰の切れが悪い様子であり、今後病院受診を検討しているとのこと。本日のデイナイトケアでは、他メンバーが血圧測定をしていると、「私も測ってほしい」と話しており、10:00血圧174/90mmHg、脈拍63回/分。再検で157/86mmHg、脈拍62回/分、特に不調の訴えは聞かれていない。引き続き様子観察していく。

・中居　美津子様～本日よりデイナイトケア利用を開始している。スタッフから1日の流れを説明すると、都度わからないことは聞いている。朝のミーティングでは、今まで青南病院のセルリアンで働いていたことや、ナイトケア利用時にデイナイトケア利用者様の顔は見たことがあることを話している。デイナイトケアで過ごすことについて、「緊張はしないです」と話し、プログラムの内容については「普段ナイトケアでやっていることと同じなので、疾病教室でまた学ぶことができて良かったです」と話しており、他メンバーと交流しながら問題なく過ごしている。今後、デイナイトケアで日中の活動を確保しながら、目標を検討していくこととしている。

・奥山　以依子様～青風荘より情報提供があり、週末、久しぶりの外泊に出掛けており、外泊に行く際、弟様に本人の現状を伝えている。外泊終了後、自宅での本人の様子について弟様より、「全然前と違うんですけど」「外泊初日から便秘って言って、昔のことは覚えているけど、最近のことは覚えてない」と話しているが、「これからも見守っていきます」と話していたとのこと。本人から外泊中に、嘔気や嘔吐があったと話しているが、出掛けた際の車酔いではないか尋ねると「車酔いで気持ち悪いのではない」と話している。夕食を食べようとせず、途中トイレにへ行き不食、翌日の朝食は半分摂取とのこと。本日のデイナイトケアでは、昼食時トイレに籠っているため、食事を済ませてからトイレに入るよう促すと摂取するが、食事が進まない為、介助している。主食3口、汁1/2量、主菜1/2量摂取すると、「もういいです」と話し残食する。「こったら外泊、世の中思う様に行きません」と外泊に関する発言はあるが、具体的な内容を話すことはない。その後3度嘔吐したと話し、「カルピスのような液体が3回でた」と具体的な内容を報告している。引き続き、様子観察していく。

・小笠原　富治様～青風荘より情報提供があり、今朝の血圧は低く、85/51㎜Hg、再検85/49㎜Hg、体調について「いつも通り」と話しているとのこと。本日のデイナイトケアでは、プログラムへは問題なく参加することが出来ており、10：00血圧119/59mmHg、脈拍62回/分、不調の訴えは聞かれていない。

ナイトケア
・関　秀治　　様～5/4（金）来所時、眠そうな表情で過ごしている。連休中もいつもと変わりなく仕事をしていると話しており、明日も仕事とのこと。本日はゆっくり休み、明日の仕事に備えるように伝えている。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（藤村　翔　様）　

実施日：H30年5月7日（月）13：30～14：00

担当：馬場

検討内容　4/4増薬後の状況確認

	氏名
	藤村　翔　様
	性別
	男
	年齢
	35
	生年月日
	S58.3.23

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の修得、身体機能の維持･向上、対人関係の改善、作業能力･持続性の向上、病識を身に付ける

	本人希望
	自宅生活

	家族希望
	グループホームでの生活と病状の安定

	入院歴
	計　1回（最終：H14年9月～H21年9月27日）岩手県立一戸病院

	通所歴
	1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H22年1月4日～現在　　（週4回/月～木曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護(毎週金曜日)、外来受診(水曜日)、青明舎

	住居：グループホームあおみ

　　　H27.10.1～入居
	家族構成

祖母・父・母・弟



	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　2級
	障害基礎年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

自立支援（上限額：10,000円）



	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。
	①幻聴があった場合の対処法を身に付ける。


	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	1 病状の変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)に自身で気付いた際は相談する。
　病状の変化や幻聴に左右された言動があった際は、振り返りを行い、対処法を考え実践していく。

	②社会生活に必要な知識を身に付ける。
	②色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。
	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	2 生活において気になったことは自分から相談する。相談があった際には詳細を確認し、対処法を考え実践していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	・幻聴は現在も時折ある様子で、幻聴の内容について自分からスタッフへ話してくることがある。幻聴の発生する状況について尋ねると、特定の場所起きるものではなく、どこにいても起きると話している。年に何度か症状が悪化し、大声で独語していることあるが、スタッフ介入により落ち着いている。上記兆候は長期化することはない。

・服薬管理は出来ており、忘薬はない｡

・不調時にはスタッフに相談して欲しいことを伝えると理解しているが、自ら話してくる事はなく、スタッフから話しかけると話す事が多い。
・4/4受診時にブロムペリドール（30）2T（朝・夕食後）が追加、以後表情が硬くなることはあるが、大声を出すことは無く経過している。
	今後も目標と計画は継続。自分から不調を話す事が少ないため、スタッフから声を掛けていき、不調の有無を確認していく必要がある。現在自身での対処が難しく、スタッフが傾聴する事で落ち着くことが出来ており、悪化した際にはスタッフと振り返りを行い、一緒に対策を考えていく必要があると考える。

	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	・グループホームでの生活に関して尋ねると、支障なく生活出来ているとのこと。金銭管理は過度な使い過ぎはないが、お菓子の買い過ぎがあったことが、以前GH世話人や青明舎から情報提供が有った。
・食事はおかず等を一週間分母様が差し入れし、炊飯は自身で行っているとのこと。また、差し入れに食材とレシピがあり、それを基に調理することもあると話している。
・入居当初、光熱費が高額になることがあったが、以降、節電を心掛け、不必要な電気を使わないようにすることや、他入居者への声掛けもしている。

・必要なことや疑問に思ったことはその場で発言することも出来ており、トラブルに発展することもない。
	日常生活はある程度1人で出来るようになってきている。また、気になることや思ったことも発言でき、トラブルに発展することもない。幻聴の内容を気にすることがある為、都度現実検討を行い、幻聴に左右されずに生活できるよう助言していく必要があると考える。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。
	①幻聴があった場合の対処法を身に付ける。


	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	1 病状の変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)に自身で気付いた際は相談する。
　病状の変化や幻聴に左右された言動があった際は、振り返りを行い、対処法を考え実践していく。

	②社会生活に必要な知識を身に付ける。
	②色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。
	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	2 生活において気になったことは自分から相談する。相談があった際には詳細を確認し、対処法を考え実践していく。


※ブロムペリドールが増薬後、デイケア・グループホーム・青明舎では、症状の悪化等なく落ち着いて過ごすことが出来ている。引き続き、症状の観察をし、変化があった際には各機関に情報提供していくこととしている。
